
 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果について 

９月３０日で前期が終了しました。子どもたちは、一人一人が学習や行事に一生懸命に取り組み、
着実に成長しています。保護者の皆様のご協力に感謝いたします。 
さて、４月に実施された「全国学力・学習状況調査」（６年生対象）の本校の結果概要をお知ら

せいたします。調査を受けた６年生児童の保護者の皆様には、正誤等が記された個人票を個人懇談
時に配付いたします。本校においては今回の調査結果を６年生のみの課題としてではなく、本校で
６年間学習してきた児童の姿として「学校全体の課題」であると受け止め、今後全学年を通して改
善を進めていきたいと考えております。今回の結果をもとに、授業において指導方法を工夫するこ
とや、よりきめ細かく家庭・地域と一体となり取り組んでいくことを本校の課題として、引き続き
教育改善を図って参りたいと考えております。保護者・地域の皆様には、なお一層のお力添えをお
願い申し上げます。 
なお、今回の調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の

一側面であることをご理解ください。 
 

～全国学力・学習状況調査の結果～ 
 

【 児童質問紙調査 】       （ ）内は肯定的な意見の割合 
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【全国と比較して肯定的な回答の割合が高いもの】 
〇毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。           （本校９３．４％ 全国８２．７％） 
〇毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。          （本校９７．８％ 全国９０．７％） 
〇学校の勉強のことについて、週に 1回以上、親や家族と話をしている。 
                               （本校９７．８％ 全国９０．７％） 
〇自分には、良いところがあると思う。              （本校９１．１％  全国８５．６％） 
〇将来の夢や目標をもっている。                 （本校８８．９％  全国８１．８％） 
〇人が困っているときは、進んで助けている。           （本校 １００％  全国９２．７％） 
〇困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 
                                （本校    ８０％  全国７０．６％） 
〇人の役にたつ人間になりたいと思う。             （本校９７．８％ 全国９５．８％） 
〇普段の生活の中で、幸せなきもちになることがよくある。    （本校９７．８％ 全国９２．５％） 
〇分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分の学び方を考え、工夫している。 

        （本校８２．２％ 全国７９．４％） 
〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。      （本校８６．６％ 全国８０．１％） 
〇ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成することができると思う。     
                               （本校９１．１％ 全国７９．１％） 
 
 
【全国と比較して肯定的な回答の割合が低いもの】 
〇朝食を毎日食べていますか。                  （本校９１．２％  全国９３．３％） 
〇自分と違う意見について考えるのは楽しい。           （本校６８．９％  全国７７．９％） 
〇国語の勉強は得意ですか。                   （本校５３．３％  全国６０．４％） 
〇算数の勉強は得意ですか。                   （本校４４．４％  全国６０．１％） 
 
 



【 国 語 】 
 

今回の調査における課題 本校の概要 今後の方向性 

【内容】 

□知識及び技能 

 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや下回っている。 

 

 

 

・「情報の扱い方に関する事項」 

全国平均を下回っている 

 

 

 

 

 

 

 

□思考力、判断力、表現力 

 

・「話すこと・聞くこと」 

全国平均とほぼ同程度であるが、やや  

上回っている。 

 

 

 

 

・「書くこと」 

全国平均を上回っている。 

 

 

 

 

 

・「読むこと」 

全国平均とほぼ同程度であるが、やや  

上回っている。 

 

 

 

 

 

 

◆比喩や反復などの表現の工夫 

 に気付くこと。 

 

 

 

 

◆情報と情報との関連付けの仕 

方、図などによる語句と語句 

との関係の表し方を理解し、   

使うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

◆相手に伝わるように、理由や

事例などを挙げながら、話の

中心が明確になるよう話の構

成を考えること。 

 

 

 

◆引用したり、自分の考えが伝 

わるように書き表し方を工夫 

したりすること。 

 

 

 

 

◆目的に応じて、必要な情報を

見付けること。 

 

 

 

○実際に話したり聞いたりする 

中で触れてきた、比喩や反復、 

倒置などの表現の工夫につい 

てまとめて整理する学習活動 

の充実。 

 

○目的や意図を明確にし、複数

の叙述や語句の関係を図示な

どにより整理することを通し

て、考えをまとめる学習活動

の充実。 

 

 

 

 

 

 

○具体的な相手や目的を意識し 

て、自分が伝えたいことの中 

心が明確になるように理由や 

事例などを挙げ、筋道を立て 

た構成を検討する学習活動の 

充実。 

 

○引用する目的を明確にし、原 

文を正確に引用したり、引用 

した部分と自分の考えとの関 

係を明確にして、区別しなが 

ら書き表したりする学習活動 

の充実。 

 

○読む目的を明確にし、筆者の 

考えや文章の中で挙げられて 

いる事例、読み手自身の経験 

など、複数の情報を取捨選択・ 

整理・再構成しながら考える 

学習活動の充実。 

 

 



【 算 数 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

今回の調査における課題 本校の概要 今後の方向性 

【領域】 

 

「数と計算」 

・全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

「図形」 

・全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 「測定」 

・全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 「変化と関係」 

・全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 「データの活用」 

・全国平均とほぼ同程度であるがやや下 

回っている。 

 

 

 

 

◆整数と小数の減法の計算をす

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

◆立方体の体積の計算による求

め方について理解すること。 

 

 

 

 

 

◆示された情報を基に、数量の 

関係に着目して、条件に合う 

時間を求めること。 

 

 

 

 

 

◆百分率で表された割合と比較 

 量から、基準量を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

◆示された二つの表から、集計 

に誤りのある項目を見付け、 

その根拠を表の中の数と言葉 

を用いて記述できる。 

 

 

 

○小数の加法及び減法の計算に

ついて、０．０１のいくつ分

と捉えるなどして、整数と同

じ原理・手順で計算できるこ

とを理解できるようにする学

習活動の充実。 

 

 

 

〇図形を構成する要素に着目

し、立方体や直方体の体積が、

縦・横・高さの長さを使って

計算で求められることを理解

できるようにする学習活動の

充実。 

 

〇示された情報を基に、全体と

部分の関係に着目して、条件

に合う数量を求めることがで

きるようにする学習活動の充

実。 

 

 

 

〇問題場面から、基準量・比較

量・割合の関係を捉えること

ができるようにする学習活動

の充実。その際、何が基準量

で何が比較量にあたるのかを

的確に把握し、計算に結び付

けるようにすることが大切。 

 

 

〇資料を分類整理する際に、落

ちや重なりが無いか調べた

り、資料に当たって誤りがな

いか確かめたりする学習活動

の充実。その際、各表の数値

の妥当性を確認する活動を取

り入れることが大切。 


